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プロトコール名  Paclitaxel+Ramucirumab療法 

登録No：  C16－15 

対象疾患     治癒切除不能な進行・再発胃癌 

 

 

使用薬剤および投与スケジュール 

 

薬剤名            ｄ1 ｄ8 ｄ15 ｄ22 ｄ28  

① ポララミン 5mg 

ファモチジン 20mg 

デカドロン 6.6mg 

グラニセトロン 3mg 

生食 100ml 

（d.i.v.30分） 

 

② 生食 50ml（d.i.v.5分） 

 

③ サイラムザ 8mg／kg 

生食計 250ml 

  初回（d.i.v.60分） 

 ※2回目以降（d.i.v.30分） 

 

④ 生食 50ml（＊d.i.v.60分） 

 

⑤ パクリタキセル 80mg／㎡ 

5％Glu250ml 

（d.i.v.60分以上） 

 

⑥ 生食 50ml（d.i.v.5分） 

28日間毎 

  ＊3コース目以降は経過観察省略可 生食 d.i.v.5分投与可 
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